産業フォーラム「生活習慣病と労働（Ⅲ）」座長のことば

　　　　　　　　明治安田生命東京診療所・健康開発室　三好裕司
仙台錦町診療所・産業医学センター　　広瀬俊雄

　　　　　　　　
　2003年春から産業医部会フォーラムが３年連続で企画されました。本企画は、部会が2001年10月に「産業医活動報告集」を発刊した際に集約された活動報告と提言に沿って始まっています。第1回目の座長のことばでは『「成人病」という呼称を「生活習慣病」に変えようと厚生省公衆衛生審議会が提唱して以来、疾病・健康障害を背景因子からもみて予防活動の視点を強化しようとされてきています。と同時に主に個々人の運動・食事・嗜好面からのみその異常をみてしまい「疾病の個人責任」を強調するという限界の指摘もされてきています。本学会でもここ数年「健康管理」の分科会を中心に健診成績の異常の多さが数多く報告されていますが、そのことの背景をきちんと解析し改善の道筋を明らかにする点ではまだ不十分でないかという指摘も出されています。特に、行政も働く現場の深刻さを認識し「過重労働」対策の指針を出していますように「長時間労働」が蔓延し、労働者の運動・食事・嗜好の面での悪化を促進していますが、その点での十分な解明と改善活動の検討が必ずしもなされてはいません。』と述べています。

　1回目では、「高血圧症」「糖尿病」「高脂血症」について、work-relatedな側面と生活習慣改善活動の状況を、産業保健の現場から、3人の先生より報告いただききました。

　2回目では、働き盛りの高血圧の全国調査から、血圧上昇と脳心事故（合併症）の労働誘因についてと産業医としての保健指導の実際について報告を受けました。

　今回は、前2回が学会スケジュールの関係で１時間程でしたが２時間半にわたり、以下の4つの話題提供を中心に論議を深めたいと思います。
　　①長時間労働・過重負担と生活習慣（病）の国内外の最近の動向
　　　　上畑鉄之丞　聖徳大学人文学部生活文化学科、同介護福祉学科

②産業医活動として　　　　小柳敦子 ソニーセミコンダクタ九州熊本工場
③健診活動を通して　　　 森口次郎　京都工場保健会
④外来事例から（影響例と改善例）広瀬俊雄　仙台錦町診療所・産業医学センター
上畑先生には、過労死相談や意見書、大規模調査の経験と国立公衆衛生院時代から入手されている様々な情報を総括的にお話戴きます。小柳先生には、１回目に高脂血症についてお話戴きましたが、その後事業所での実践内容について報告して頂きます。森口先生には、健診事後措置や就業上の措置、過重労働対策について実践を踏まえて問題提起をして頂きます。座長の一人の広瀬からは、自験例や全国集約例から典型的な事例について紹介します。
　以上の報告後に、今後産業医が事業所や健診・診療の場でどう取り組んでいったらよいかを参加者全体で討論し、その後の実践に活かせるようにしたいと思います。

